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　私たちのまちには、さまざまな事情で自分の家
族と一緒に暮らすことができない子どもたちがい
ます。そうした子どもたちに、愛情と温かい家庭
での生活を提供するのが「里親制度」です。
　すべての子どもが「生まれて
きてよかった」と思える社会に
するために、私たちにできるこ
とを一緒に考えてみませんか。
　まずはお気軽にお問い合わせください。
支援内容

⃝研修と相談　里親になる前の研修や、里親に
なった後の、里親等支援員による継続的な相談
や助言を提供します。

⃝経済的な支援　子どもの養育費、教育費、医療
費などは、公的な里親手当や生活費として支払
われます。

⃝専門的なケア　子ども特有の悩みや行動につい
ては、専門家と連携してサポートします。

問 慈愛園乳児ホーム　養育家庭支援センター
　 きらきら　☎096（383）8100

子どもの未来を育む
里親になりませんか？

　総務省では、毎年９月と10月の２カ月間を「行
政相談月間」と定めています。総務大臣から委嘱
を受けた「行政相談委員」が、住民と行政とのパ
イプ役となり、公正・中立の立場から行政に対す
る意見や要望などを受け付けます。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
町での行政相談について

　町では、社会福祉協議会が実施している「ふれ
あい総合相談」の中で、毎月行政相談を行ってい
ます。国や県、町などの行政に対する「困りごと」

「苦情」「意見・要望」がありましたら、お気軽に
ご相談ください。
　詳しくは、広報きくよう「ふれあい総合相談」
内の行政相談欄をご覧ください（関連31ページ）。

問 総務課　行政係　☎096（232）2111
　 社会福祉協議会（福祉センター内）
　 ☎096（232）4832

　いざという時に安全かつなるべく快適に車中泊
避難ができるよう、「車中泊体験会」を開催します。
　ＱＲコードを使った受付体験や、防災食の試食、
モデル車両の見学など、楽しみながら防災につい
て学べる内容です。ぜひご参加ください。
日時

11月７日㈯　午後３時～午後８時30分
会場

町総合体育館　前庭
参加費

無料（夕食として備蓄食料、水500㍉㍑を配布、
温泉入浴施設「さんふれあ」での入浴含む）
対象者

町内在住、または町内への通勤・通学者で、車中
泊が可能な車を準備できる人（高校生以下は、親
の同伴が必要です）
申込方法

ＱＲコードから申し込む（期限：10月31日㈯）
※定員15組（台）程度

問 危機管理防災課
　☎096（232）2110

車中泊避難体験会

９・10月は
行政相談月間です

お気軽にご相談ください新規採用職員（９月１日付け）

お世話になります。
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　７月22～24日、慶應義塾大学の皆さんが菊陽町を
訪問しました。
　本町が取り組むまちづくりをテーマに学生が研究を
行い、町の知名度向上を目的とした特産品の活用や半
導体とＡＩを掛け合わせたＰＲキャラクター、また学
生が主体的に運営する研究者との交流イベントの推進
など菊陽町が目指す日本一のまちづくりを具体化する
新たな視点での提案がありました。

「知の集積」は始まっている
慶應義塾大学とまちづくりについて議論

慶應義塾大学の藤
ふじ

末
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特任教授（右）と学生、
𠮷本町長（中央右）、小牧副町長（中央左）

　８月３日、㈱九州自然環境研究所代表取締役会長の
中
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将著「靴を磨けば
心が晴れる」が町内小・中学校へ寄贈されました。
　本書は、靴磨きを通じて自分自身や他者と丁寧に向
き合うことの大切さを伝える１冊で、中園さんは「こ
の本を通して、子どもたちに夢や希望をもって明るい
未来を築いてほしい」と話しました。

学校図書のプレゼント
町内小・中学校へ本を寄贈
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子
こ

さん、中園朝子さん、𠮷本町長

　８月17～20日、ジュニアリーダーがさんさん保育
園を訪れ、園児と絵本の読み聞かせや交流を行いまし
た。英語に親しむ「イングリッシュタイム」や音楽に
合わせ楽しむ「リトミック」にも参加し、笑顔あふれ
る楽しい時間を過ごしました。参加したジュニアリー
ダーからは、「信頼関係やコミュニケーションの大切
さを学んだ」という声が聞かれ、充実した４日間とな
りました。

絵本と笑顔で心をつなぐ夏の日
ジュニアリーダー夏のボランティア活動

園児に絵本の読み聞かせをするジュニアリーダー

　７月22日に菊陽中学校、23日に武蔵ケ丘中学校で
町内の小学５・６年生を対象にイングリッシュ・デイ
キャンプを開催し、合わせて61人が参加しました。
　10人以上のＡＬＴと一緒に英語のみで会話を行い、
道案内の方法や外国の食べ物、生き物をテーマにさま
ざまなアクティビティを行いました。参加児童は「楽
しかった。来年もまた参加したい！」と笑顔で話して
いました。

英語の世界へダイブ！
イングリッシュ・デイキャンプを実施

フィリピンのデザート「ハロハロ」の
トッピングを選ぶＡＬＴと児童

申し込みは
こちら


